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市民による芸術文化の共同事業体情報誌「ぬーべるふぉんてーぬ」
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　私の郷土史へのかかわりは歩くことから

始まりました。終戦の一週間後、特攻から

の帰還複学、卒業のあとは農業技術員とし

て農業会、農協、市役所と農業畑の職場は

変わっても地域を歩き廻る仕事は変わりま

せんでした。その上で気付いたのは、土地

を知ることだと思い、外に出られない日に

は市役所の倉庫で明治初年に作られた大字

毎の土地台帳の地番と小字名を写し取るこ

とでした。それが済むと各大字毎の切り図

や地籍図を写し取り岸和田市の全大字の地

名地図が完成したものでした。それ以後は

歩く範囲を拡大し、泉南、泉北と拡げてい

き、地域の古老などに地名の歴史や由来を

聞くことにも心がけることを怠りませんで

した。

　集成した小字地名数は60,000筆に及び、

地籍図は全50大字で、おかげで岸和田市内

全部の小字名地図が完成し、今度はそれを

手がかりに遺跡、文化財包蔵地などの調査

が容易になりました。それと郷土史・民俗

学の諸先輩からの文献・資料の提供を受け

ることができたことも幸いでした。

　公民館事業の発足があり、岸和田市では

昭和29年ごろから郷土史教室が開催され、

泉南の各市町でも郷土史講座が行われるよ

うになりました。

　大阪湾では無いと言われていた縄文土器

を出土した「春木八幡山遺跡」の発掘作業

が昭和36年、市教委と古代学協会との共同

で行われ、私自身調査員として参加しまし

た。それより先、昭和29年ごろ葛城山系の

観光開発道路工事で葛城山頂付近で石器や

縄文土器が出土し、近畿で一番標高の高い

遺跡として報道されたのも懐かしい憶出と

なりました。

　昭和39年には先輩の推薦により日本考古

学協会の会員に推挙され、大阪府外の発掘

調査にも参加することもありました。昭和

45年、それまでの農業畑を離れ図書館長に

転出、後には郷土資料館長を兼任しまし

た。

　昭和50年に岸和田市史編さん室長とな

り、昭和59年に退職、その後も嘱託として

市史編さんに従事し、平成17年4月にすべ

ての仕事を辞し、今は書庫の書籍と資料の

整理に追われている此の頃です。

おおあざ

おもいで

こあざ

ひつ

さとし

郷土史家 玉谷　　哲
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岸和田慢歩岸和田慢歩岸和田慢歩歩いて岸和田のよさを知る

春木・西福寺から野村三昧（岸和田共同墓地）まで歩く第６回 理事 藤田保平・紙野陽子

　春木・西福寺から野村三昧までのコース。今回の慢歩はお寺か
ら始まり墓地で終ったが、人生の何かを考えるよすがになるか、
な？。

　今なお内畑町に残る３月３日雛まつりの風習「雛あ

らし」。

　小学校に上がる前の女の子のいる家は雛人形を飾り

お菓子を用意します。

　町の子どもたちはその家々を回り雛人形を見てお菓

子をもらいますが、その時いう言葉が「雛さん見せ

て、豆おくれ」です。

　特に初節句の家は「これから仲良くしてください」

との願いを込めて、盛大に行います。この祭りは女の

子の成長を祝うとともに、生まれてきた子が町の子ど

もたちの仲間入りをする大切な行事でもあります。

　起源などは定かではありませんが、子どもたちに配

っていたのは昭和30年代まではかきもち（寒もちを細

かく切ってあられにしたものを“豆”と呼んでいた）と

みかんなどで、今ではチョコレートなどのお菓子の詰

め合わせを配ります。

　内畑町の子どもたちは毎年この日を楽しみにしてい

ます。でもあくまでも内畑町の伝統行事です。他の町

の皆さんには暖かく見守っていただきたいと願いま

す。

　荘美香様方にて取材させていただきました。

至和歌山
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⑤掃守三昧（加守共同墓地）
本来、春木川は永守橋より下流で、それより上流の轟川までを掃守川と称した。
従って掃守川流域は旧掃守村で、右岸を北掃守（春木地区）、左岸を南掃守と称
した。
現在、「加守共同墓地は、旧、加守・西ノ内・春木・吉井・沼・野・藤井・別所の八ヶ
村の共有地の墓地です。」と説明されている。

⑥野村三昧（岸和田共同墓地）
岸和田城拡張の折に石垣の裏込めの石材が不足したのでその調達の為に寺町
（現、五軒屋町付近）の寺墓を掃守三昧の隣地へ強制的に移させ、残った無縁有
縁の墓石を徴発し石垣の裏込めに使った。
先日、岸和田城の石垣が崩れた時にその石塔や墓石がたくさんに出て来たの
はその証左であろう。尚、計画的な移転に拘わらず、乱雑な墓石の建て方は、岸
和田城北方の防御線として、六連橋と共に一役を担わされたのではないかと考
えられる。

⑦徳本上人筆 名号塔附玉垣
江戸時代中期の浄土宗の僧侶。諸処に草庵を結び苦行を重ね、近畿地方だけ
でなく、北陸･中部･関東など諸国を巡って人々に念仏を説いた。この独特の書
風の「南無阿弥陀仏」の名号塔は徳本が亡くなった翌年文政２年（1819年）に彼
に帰依した岸和田の町民によって建立。三面に名号を刻み背面に建設月日と徳
本の署名花押があるが和泉砂岩なので表面の剥落が激しくセメントで修理さ
れている。因みに「徳本行者奉讃会」は宮本町の光攝寺にある。

⑧引導鐘と鐘楼
岸和田三昧にまだ火葬場が存在した昭和20年中頃まで葬列を組んでここ迄野
辺送りをし、最後のお別れをした時に突いた。この鐘の音がこの世とあの世との
区別をつけた鐘である。

①西福寺（春木本町）
　天文23年（1554年）燈誉上人中興造営で、その末寺も岸和田・貝塚・和泉市などに
40数ヶ寺があった大寺で、燈誉上人は生まれる時、鎌で開腹出産をしたと言う事で
別名「鎌上人」として有名。毎年、春に40数ヶ寺の末寺から西福寺1年間に消費する薪
を運んだ事から「春木」名が付いたとも言われている。

②礼拝塚（ぬか塚）
この塚は、古墳の1つで旧東洋紡春木工場の社地内にあって、高さ２m、周囲７mの
封土の上に１本の老松があったと言われている。
今は古墳は取除かれ、春木泉町団地となっているが、岸和田市より特に希望して団
地内の一角に「ぬか塚古墳跡」を残させた。往時はここから西之内町の兵主神社を
礼拝した。

③永守橋
元、春木川に架る一番下流の橋で、旧紀州街道の橋である。平成4年、大阪府の事業
として架け換えられ現在の太鼓橋のように変わり、施行後岸和田市に移管された。

④六蓮橋
北掃守(きたかもり)村から掃守三昧墓地への道として、舟を六雙並べて繋留し舟の
間に板を並べ板舟としてたと。旧名は六連橋であった。藩政時代掃守川を岸和田城
の外濠に見立て、いざと言う時には繋留綱を切断すれば舟は流れ、橋は消失する考
えだったとか。

※編集の都合上、地図の縮小率は正しいものではありません。
　国土地理院発行やネットなどの正式な地図と照らし合わせて、散策することを
　おすすめします。

※野村三昧と掃守三昧の境界は地図上ではわかりません。
　一本道があるだけです。

取材・文 　小島　栄子あ・ら・か・る・とあ・ら・か・る・と岸和田岸和田
「雛さん見せて、豆おくれ」　

～今に残る雛あらし～

●2 礼拝塚

●3 永守橋

●４六蓮橋

●6 野村三昧
（岸和田共同墓地）

●7 徳本上人筆名号塔附玉垣

●8 引導鐘と鐘楼

●5 掃守三昧（加守共同墓地）

●１ 西福寺



6

　　山直民俗談話会の発足は、昭和51年（1976年）。山直

地域の古墳群周辺が宅地（東ヶ丘）として開発され、小古墳

群も波にのみ込まれそうになる危機にあいました。摩湯町出

身で摩湯山古墳の所有者でもあった米谷（南）金治郎氏がこ

の古墳の大切さや、失われゆく伝承や日常生活の様子などを

聞き取り、記録していかねばと言う危惧から始まったのがこ

の会です。

　山直北小学校教諭であった米谷金治郎氏は、昭和36年

（1961年）ころから摩湯町についての聞き書きを始めてお

り、また近畿民俗学会への入会もこのころのようです。

　山直民俗談話会は、当時の勤務先山直北小学校の同僚や教

え子、地域の人たち70～80人が参加し発足いたしました。

　「その頃には、近畿民俗学会会員である鈴木東一、小谷方明、

南清彦先生らも加わりいろいろな考察を発表され、多くを学

びました。」と発足当時からの会員で現在会代表を務める小藤

さんは話されます。考古学はじめ広く民俗研究をされている

玉谷哲氏の発表も発足以来現在まで毎年継続しています。今

年1月の例会では宝永・安政・昭和の大地震に関するお話をし

てくださり、日頃からの津波や天災に対する心構えの大切さ

を教わったそうです。昨年起こった東日本大震災、その後被災

された方々の生活が一変された様子は、日々報道され、私達も

一緒になってこのことを考えねばならない事態になっていま

す。ここ大阪湾では沖合に空港が出来て、地元漁師さんの海に

生きてきた様子や漁法、伝承、素朴な信仰などを聞き取り、そ

の意味などを考察し、記録しておかねばならないと思われた

小藤さんが昨年、刊行されたのが『大阪の漁業と暮らし―海に

生きる人々の漁撈生活―』ですとのこと。

　「祖先から受け継いできたものを聞き取り、収集し記録す

るそしてなぜそれが受け継がれてきたのかを考察する。学

者・専門家等の眼だけでなく、実際生活した庶民の眼からも

考えてみようとするのがこの会の趣旨です。」と小藤さんの

言葉です。

　先生方の研究や、地域の方々からの生活習慣などの聞き取

りや、多方面の各自の研究が毎月の例会で発表され、会員は

専門家でなく一般の素人として、自由で活発な疑問をぶつけ

あい、そこで一層議論が盛り上がるといった雰囲気で、続い

てきました。

　研究対象や対象地域は自由で広く、会員おのおのが興味を

持ったことを深めて発表しています。

　会の出入りも自由で、年会費も取らず、参加したときに資

料代、連絡費として300円を納めるだけ。興味のある方は誰

でも参加できます。「専門家の集まりではありませんので、

素朴な疑問を自由に質問しあいます。そこから自由で活発な

議論が盛り上がるんです。」と小藤さんは楽しくて仕方ない

といった話し振りです。

　興味のある方は是非覗いてみてくださいとのおさそいがあ

りました。　

　会は、毎月第２日曜日（変更あり）午後２時～４時半

　山直市民センター電話：072-441-4151で開催しております。

（取材・文　本郷元子）

Cultural
Hot Spot
In Kishiwada

Cultural
Hot Spot
In Kishiwada

Cultural
Hot Spot
In Kishiwada

岸和田の文化ホット情報岸和田の文化ホット情報

私たちが祖先から受け継いできた民俗事象（生業、

年中行事、人生儀礼、生活習慣、伝説、ことわざな

ど）を中心に、考古学、歴史、地域の変遷などを採探

し発表しあい、その意味や考察などを話し合うこと

を目的に長年活動を続けておられる山直民俗談話

会について小藤政子同会代表や、会員の松波利昭

さん、辻村隆三さんにお伺いしました。

山直地域の自然環境の変化を危惧

各自の研究を発表・自由な論議
自由さが継続を

民俗談話会のもよう

山直民俗談話会

祖先から受け継
ぐ

民俗事象を研究

なりわい
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◆事務局
　〒596-0073
　岸和田市岸城町5-10 　岸和田市立自泉会館内
　TEL/FAX 072-437-3801
　Eメール fontaine@sensyu.ne.jp

発行日：2012年3月15日

◆編集委員　　和田正則・紙野陽子・小島栄子
　　　　　　　歯黒猛夫・藤田保平・本郷元子

発行：岸和田文化事業協会

vol.35 　ふぉんてーぬvol.35を発行するにあたり、１面の玉谷哲氏や６
面の山直民俗談話会の小藤政子氏やお仲間とお話をする機会を持て
ました。
　お話を聞いて感じたことは岸和田市の歴史や文化に興味を持ち、
大きなエネルギーを注ぎこまれ、偉大な業績を残されていると言う
事です。そして後輩の私達は少しでも先輩の足跡をたどり、次の世
代に伝えたいと思いました。
　岸和田文化事業協会の10周年の節目を迎え、心新たに頑張りた
いと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（和田）

編集後記

http://www2.sensyu.ne.jp/fontaine/ 岸和田文化事業協会 検索

岸和田文化事業協会の事業 Information岸和田文化事業協会の事業 Information岸和田文化事業協会の事業 Information

■お問い合わせ　岸和田文化事業協会事務局まで　
TEL/FAX 072-437-3801　Eメール fontaine@sensyu.ne.jp

会員募集
詳しくは、岸和田文化事業協会事務局まで。

年会費（入会費不要）
個人会員（1口）　  2,000円
家族会員（1口）　  1,000円
（個人会員の同居家族）

団体会員（1口）　  5,000円
法人会員（1口）　10,000円
特別会員（1口）　50,000円

入会方法 協会事務局（自泉会館）で直接受付致します。
郵便振込の場合は　
口座番号 00970̶9̶28145
加入者名　岸和田文化事業協会

TEL/FAX 072-437-3801
Eメール fontaine@sensyu.ne.jp

平成24年度（平成24年4月～平成25年3月）

「岸和田文化事業協会」は、文化・芸術の発展をめざして活動する市民文化団体です。
鑑賞や参加だけでなく、創造、発表、企画、情報発信、提言など自らのネットワークを活用して
「地域の文化環境」づくりに貢献することを目的にしています。文化・芸術を愛し、会の趣旨に
賛同される方はどなたでも入会できます。岸和田市在住以外の方も歓迎いたします。

文化情報

平成24年度 定時総会開催平成24年度 定時総会開催平成24年度 定時総会開催

日　時  ：  平成24年5月26日（土）
　　　　 午後2時より　　

場　所  ：  岸和田市立自泉会館

平成24年度定時総会を下記の要領で開催します。

内容　総　会　
①平成23年度事業・決算報告
②平成24年度事業計画・予算案審議
③イベント

自作未発表のものに限ります。

資　　格　平成９年４月１日以前に生まれた人。　
出 品 料   500円
搬入場所　マドカホール　展示場（荒木町１丁目）

※作品の額縁などにはつり下げ用のひもを必ず付けてください。

詳しくはマドカホールにて配布中の募集要領をご覧ください。

問合せ先：マドカホール（担当：西山・中川）　電話：443-3800　月曜日休館

会  期

第１期

第２期

第３期

第４期

部  門 出品数

洋画 額装
（ガラス不可）
額装・屏風・着物・タペストリー・オブジェ

1人1点

1人1点

1人1点

1人1点

1人2点
以内

1人2点
以内

1人1点

額装・軸装・枠装・衝立・屏風・帖・巻物・刻字

額装・軸装
パネル張り・額装（ガラス･アクリル不可）
額装（ガラス･アクリル不可）

皿立て等、装飾的附属品不可
染織
陶芸
書
日本画
写真
俳画

体　　裁 搬入日時

5月８日（火）・ ９日（水）

5月22日（火）・23日（水）

6月５日（火）・６日（水）

6月19日（火）・20日（水）

午後１時～７時

午後１時～７時

午後１時～７時

午後１時～７時

「第63回岸和田市市展」への出品を募集いたします。「第63回岸和田市市展」への出品を募集いたします。「第63回岸和田市市展」への出品を募集いたします。

日　時：平成24年4月21日（土）
　　　  午後6時半開演
会　場：岸和田市立自泉会館ホール
出演者：

入場料：一般前売1,200円（当日200増）
　　　  会員前売1,000円（当日200増）

石井　千夏
金田　尚美（ピアノデュオ）

武井　真穂（ソプラノ）

第24回自泉フレッシュコンサート
～春風にさそわれて～

第29回自泉フレッシュコンサート
～春風にさそわれて～
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